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 ⑵ 炉用ドライバーの候補として半導体レーザ （ーLD）励起 Nd ガラスレーザー増幅モジュールを提案し、同時に、
レーザー材料の熱波面歪および熱複屈折の低減のために高効率な熱除去と空間的な均一光路長の実現を両立するジ
グザグスラブ方式の増幅器形状を組み合わせることで 20 J 級繰り返しレーザーを詳細設計している。加えて、実機を





また、パルス出力についても補正前とほぼ変わらない 21.3 J を 10 Hz で得ている。 
 ⑷ レーザーシステムにおける重要な能動光学素子の１つであるファラデー回転子として TGG セラミクスを新た
に提案し、さらにベルデ定数および熱伝導率の温度依存性を評価した。ベルデ定数は温度逆数に比例して大きくなり
7.8 K で室温時の 40 倍が得られている。一方、熱伝導率は室温から 100 K までの間で単結晶と同等の高い性能を示
していることから、炉用ドライバーにおける有効なファラデー光学材料となる。さらに、ベルデ定数の向上に伴いセ
ラミクスそのものを薄くすることにより低分散の超短パルスレーザー用のファラデー素子としての可能性を示唆し
ている。 
 以上のように、本論文はレーザー核融合炉用レーザードライバーのスケーリングに必要なパラメータの取得および
実証実験、さらには新規の高性能の能動光学素子の開発を実現し、理論的な根拠に基づいた評価を行ったことは次世
代の大出力レーザーの発展に寄与するところが大きいと思われる。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
